
どでも，問題と解法を区別して説明できない学生もい  

ます．極端な場合では，解法は問題ごとに1つしかな  

いと思っている学生もいるのです．これでは問題と解  

法を区別するという発想もおきないでしょう．住専問  

題などと名前を付けただけで，あたかも問題を明確に  

したかのように対策を議論するようなことが皆さんの  

周りにもありませんか．現実的な問題を明確にするの  

はたやすいことではありませんが，解法を考える前に  

問題を明らかにしようと努力するのがORのとる筋道  

です。  

●技術的なことばかりでなく，我々の常識や考え方を  

PRするのもORのできる小さな社会貢献ではないか  

と思います．当り前のことも言わなければならないと  

感じる今日この頃です．  （田村明久）  

編集後記  

●最適化という分野に出会ってから十数年になります  

が，近頃は「問題と解法は明確に区別しよう」，「目的  

と制約は明確にしよう」などの標語を作り，なかなか  

いいなと自画自賛しています．  

●「目からうろこが落ちる思いがした」とまでは言い  

ませんが，もし「確かに」と同意して下さるならうれ  

しい限りです．「そんなことは当り前だ」と思われる  

なら，もう少しお付き合い下さい．  

●1つ日の標語は，問題なくして解法はありえないと  

いう思いから作りました．問題をできる限り明確にし  

ようというのが2つ目です．緩和問題は元問題とは等  

価とは限らないという思いも2つ目は含んでいます．  

ORに関わる人ならばこれらは常識です．しかし，世  

間一般の常識ではないと最近は感じています．ゼミな  
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